
コーポレート・ガバナンス

取締役会のさらなる実効性の向上に向けて、2022年度は以下の4つの取り組みを強化しました。

１. 成長戦略議論の充実　　２. 取締役会運営の効率化

３. 独立社外取締役のさらなる貢献　　４. 取締役会事務局機能の強化

これらの取り組みにより、執行と監督の分離が進み、モニタリング・モデルが深化するとともに、MSVを追求する
当社取締役会の役割についての共通理解が浸透し、議論の高度化が進みました。

2022年度の主な取り組み
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取締役構成の特長
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2021年 4月に共同社長体制が発足してから2 年が経過し
ました。その間に、新型コロナウイルスの影響やロシアによ
るウクライナ侵攻に端を発するサプライチェーンの激変にも
耐え得る、より筋肉質な組織を構築することが できました。
次なる大きな飛 躍に向けた「アセット・アセンブラー」モデ
ルの基盤は、より強固に整いつつあります。

MSVの追求にはさらなるリスクテイクが 不可欠です。当
社の取り得るべきリスクは 、既存のビジネス・アセットの価
値向上に向けた施策に伴うリスク、新たなビジネス・アセッ
トの積み上げに伴うリスク、資本市場からの資 金調達を含
むバ ランスシート・マネジメントに 関 わるリスクの3つに
集約されましょう。監督側である取締役会は 、当社の将来
の姿を執行とともに作り上げ ていく使命が あります。その
ために 、現状の課題 解決もさることながら 、よりサステナ
ブルな飛 躍に向けた成長戦 略議 論へと取締役 会は傾 注し
てきています。長 期的なロードマップに関するブレインス
トーミング、その実現のための施策の選択肢を検討するオ
フサイトミーティング など、執行との意 見の擦り合わせを
繰り返し行い 、彼らにタイムリーで適切なリスクテイクを促
しています。

取締役会は株主の皆様の負託に応え、MSVに向けたリス
クテイクを実現するべく、事業会社経営、グローバル、M&A
の経験およびバックグラウンドを持つ9 名（うち6 名が独立
社外取締役）により構成されています。

指 名 委 員 会 は 、執行 が 提 案 する施 策 のリスクを正 確に
理解し 、同時に当社のリスク許容度を柔軟に測定し助言す
る取締役会とするべく、常にメンバー の構成を検証してい
ます。

報酬委員会は 、執行が激変する事業環境に都度左右され
ることなく、安心してリスクを取り、同時に株主の皆様との
価値共有を可能とする報酬のあり方を模索しています。

執行が積極的にこれらをリスクテイクする上で、既存ビジ
ネス・アセットが内包するリスクをしっかりと把握し、しか
るべき対処を可能とする、相互信頼に基づく内部統制シス
テムは当社の最重要な経営基盤です。監査委員会は 、相互
信頼のバックボーンである内部統制プロセスを「 Audit on 
Audit」の手法を駆使し、常時生き生きと保つことに注力し
ています。

筆頭独立社外取締役、取締役会議長として、私たち9 名の
知見と経験を取締役会の議論と決定に導くことで、一人ひと
りが取締役会に対して成し得る貢献を最大化していきます。

「アセット・アセンブラー」モデルを駆使した当社の飽くなき
価値の創造と、少数株主利益の確保に向けた責務を果たし
てまいります。
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